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１．はじめに 

これまで実施されてきた東北地方整備局管内における多自然川づくりの中には、多自然川づくりの趣旨を

ふまえた評価される事例がある一方で、覆土が定着せず護岸がむき出しで河川景観を損なっていたり、水際

が単調になっていたりするなど課題の残る事例も少なくない。 

本報告は、こうした多自然川づくりの課題の解消のための一つのツールとして作成した「多自然川づくり

ハンドブック（案）」（以下、ハンドブックという。）について紹介するものである。 

多自然川づくりに関する図書等（技術書、事例集等）は様々あるが、今回のとりまとめにおいては、東北

の多自然川づくり事例にみられる課題の解消にむけてポイントを絞り、①『多自然川づくりの考え方（最低

限留意すべき事項）』、現地調査における時間的な負担の軽減に配慮し、計画設計時の検討事項などを示した

②『チェックリスト』、河川諸元別、工法別、配慮事項別に検索可能な③『事例集』を作成した。 

 

２．東北の多自然川づくりの課題 

多自然川づくりで多く実施されている「護岸」を対象に過去の事例を収集し、それらの課題を抽出したと

ころ、護岸の覆土の流失(事例１)、植生の回復が進まない(事例２)など“景観への配慮”が十分とはいえな

い事例が多くみられた。 

こうした課題を解消するためには、護岸は、河川景観の保全上、「露出させない」、「目立たせない」とい

う基本的な考えに基づき、「覆土」や「自然の土砂堆積を見込む」場合の採用の考え方を明確にするなど、“景

観の配慮”の考え方、配慮の仕方について、現場技術者により十分理解してもらう必要があった。 

 また、通常時や災害復旧時の護岸計画

設計について、現地状況の把握などの作

業の効率化を図ることも求められた。 

 

３．多自然川づくりハンドブック（案）

について 

 このような課題をふまえ、多自然川づ

くり(護岸)の現地調査や計画設計時に現

場技術者が最低限考慮すべき事項を記載

した「多自然川づくりハンドブック（案）」

を作成した。 

本ハンドブックは、(１)多自然川づくりの考え方、(２)多自然川づくりチェックリスト、(３)施工事例集

から構成される。 

（１）多自然川づくりの考え方 

現場技術者が、「多自然川づくりの理念」をはじめ、「多自然川づくり(護岸)の基本的な考え方」（治水上

の安全性確保、河川景観及び自然環境の保全）、「検討の流れ」（多自然川づくり(護岸)検討フロー）、課題 
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（事例２）植生の回復が進まない（事例１）覆土の流失

出水により覆土が流失した。

連節ブロックが露出

かごマットが露出

出水による土砂堆積を期待し、
植生基盤を設けなかったが、土砂
の堆積、植生回復が進んでいない。



となった“景観の配慮”に関する「留意事項」などについて理解するための参考書的資料。 

（２）多自然川づくりチェックリスト 

  現場技術者が、資料の準備、現地調査、計画検討時において、最低限考慮すべき項目について、もれな

く、かつ効率よく実施するための資料。（チェック項目は、検討フローに連動した内容となっている。） 

机上調査 現地調査や計画設計に際して準備すべき資料や確認すべき最低限の項目を示したもの。 

現地調査 
計画設計に際して、配慮すべき内容を把握するため、現地調査において最低限必要な項目を示したもの。

（現地調査の時間的負担を軽減するよう最大でも概ね 30 分以内で完了できるような内容とした。） 

計画設計 
現地調査をふまえ、配慮すべき内容を確認し、設計に配慮すべき内容が反映されているか照査するため

の最低限の項目を示したもの。 

 

表 多自然川づくりチェックリストの例〔現地調査票（一部抜粋）〕 

（３）施工事例集 

現場技術者が、事例における河川特性や視覚情報(図面や施工前後の写真)などをもとに、良い点、課題

となる点、留意事項についてより理解を深めるための資料。 

 

図 施工事例集（抜粋） 

４．おわりに 

 本ハンドブックは、東北地方整備局管内で現在試行中であり、今後、現場技術者の意見やモニタリング調

査結果の反映など定期的にフォローアップを行い、さらに内容の充実、使い易さの向上を図っていく予定で

ある。本ハンドブックが東北の多自然川づくりにおける調査、計画設計など多くの場面で活用され、今後の

よりよい多自然川づくりのための一助となれば幸いである。 
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